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市
で
は
、
約
36
年
前
に
畝
傍
南
小

学
校
で
こ
と
ば
の
教
室
が
設
置
さ

れ
、
今
年
度
か
ら
畝
傍
中
学
校
に

も
設
置
さ
れ
た
。
通
級
指
導
教
室

の
現
況
を
聞
き
た
い
。

畝
傍
南
小
学
校
の
指
導
教
室

は
、
こ
と
ば
の
通
級
指
導
教
室
だ

が
、
構
音
障
が
い
、
吃
音
だ
け
の

困
難
さ
だ
け
で
は
な
く
言
葉
以
外

の
指
導
に
つ
い
て
も
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
い
る
。
今
年
度
新
た
に
開
設

し
た
畝
傍
中
学
校
の
通
級
指
導
教

室
は
、
１
学
期
は
準
備
期
間
で
、

２
学
期
よ
り
仮
教
室
で
開
始
し
た
。

担
当
指
導
員
が
少
な
い
よ
う

だ
が
、
増
員
の
考
え
は
。

小
学
校
で
は
44
人
、
中
学
校

で
は
13
人
が
通
う
中
、
指
導
体
制

は
、
畝
傍
南
小
学
校
は
２
人
、
畝

傍
中
学
校
は
１
人
で
あ
る
。
要
望

に
よ
り
畝
傍
中
学
校
に
設
置
さ
れ

た
ば
か
り
で
あ
り
、
人
員
増
は
厳

し
い
と
思
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
は
、
通
級
指
導
を

望
ん
で
も
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

が
多
く
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
の

同
意
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
本
市
の
状
況
は
。

で
き
る
限
り
多
く
の
方
が
受

け
ら
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

先
生
が
気
づ
い
た
こ
と
を
保
護
者

に
伝
え
る
時
な
ど
、
デ
リ
ケ
ー
ト

な
問
題
も
あ
り
、
拒
否
す
る
親
も

い
る
が
、
相
談
や
説
明
に
努
め
対

応
し
て
い
る
。

特
別
な
教
材
を
必
要
と
す
る

こ
ど
も
も
い
る
と
思
う
が
、
教
材

な
ど
の
整
備
状
態
は
。

畝
傍
南
小
学
校
で
は
、
前
任

者
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
や
担
当

者
が
試
作
し
た
も
の
が
多
い
。
畝

傍
中
学
校
の
教
材
等
は
、
学
校
の

予
算
の
中
で
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
指
導
等
も
有
効
で
あ

り
、
充
実
を
図
り
た
い
。

子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

と
通
級
指
導
教
室
の
連
携
は
。

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談

員
及
び
指
導
員
に
よ
る
学
校
訪
問

や
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所
に
よ
り

各
学
校
の
教
員
や
保
護
者
の
不
安

等
に
対
す
る
相
談
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
医
大
の
医
師
な
ど
に

よ
る
専
門
家
の
相
談
窓
口
も
あ
り
、

連
携
を
図
っ
て
い
る
。

ガ

ン

対

策

胃
が
ん
対
策
に
つ
い
て
、
昨

年
度
の
本
市
の
受
診
対
象
者
は
３

万
７
，
２
１
６
人
、
そ
の
う
ち
受

診
者
は
５
，
１
４
９
人
で
あ
っ
た
。

過
年
度
も
調
べ
た
が
、
受
診
率
は

余
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

受
診
率
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、
県
内
の
他
市
に
比
べ

る
と
高
順
位
で
あ
る
。
受
診
率
は

伸
ば
し
た
い
。

胃
が
ん
の
98
％
が
ピ
ロ
リ
菌

の
感
染
が
原
因
で
、
50
歳
代
以
上

の
感
染
率
が
高
く
80
％
程
度
感
染

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ピ

ロ
リ
菌
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
に

は
、
血
液
検
査
に
よ
り
ピ
ロ
リ
菌

に
感
染
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
Ａ

Ｂ
Ｃ
検
診
が
あ
る
。
バ
リ
ウ
ム
検

査
と
平
行
し
て
こ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

国
も
こ
の
対
策
に
注
目
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
国
の
動
向

を
見
極
め
判
断
し
た
い
。

一般質問
西
川　

正
克

西
川　

正
克

（
日
本
共
産
党
）

市
南
西
部
の
交
通
空
白

地
域
解
消
の
取
り
組
み

３
月
議
会
で
、
市
南
西
部
の

交
通
空
白
地
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
問
し
、
奈
良
交
通
の
バ
ス
、

25
系
統
45
路
線
の
廃
止
問
題
に
つ

い
て
取
り
上
げ
、
八
木
御
所
線
に

つ
い
て
聞
い
た
が
、
市
長
は
「
路

線
は
廃
止
に
な
る
こ
と
を
前
提
に
、

次
の
公
共
交
通
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」「
新
し
い
路
線
を
つ

く
る
覚
悟
で
な
い
と
補
充
で
き
な

い
」
と
答
弁
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

新
聞
報
道
に
よ
り
、
６
月
の
県
の

交
通
改
善
協
議
会
で
９
系
統
が
廃

止
、
９
月
の
協
議
会
で
は
八
木
御

所
線
の
う
ち
八
木
神
宮
路
線
が
廃

止
に
な
る
と
の
掲
載
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
受
け
て
の
市
の
考
え
は
。

９
月
に
、
25
路
線
45
系
統
の

廃
止
存
続
等
に
関
す
る
方
針
の
最

終
決
定
は
あ
っ
た
が
、
八
木
御
所

線
は
合
理
化
の
上
、
存
続
と
な
り
、

全
便
、
八
木
駅
、
医
科
大
学
前
、

そ
し
て
橿
原
神
宮
前
駅
を
経
由
し

八
木
駅
御
所
間
で
運
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

昨
年
の
７
月
に
、
川
西
の
県

住
橿
原
団
地
の
方
が
、
県
住
に
公

共
バ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い

う
内
容
の
５
０
０
筆
の
署
名
を
、

そ
の
後
、
更
に
５
０
０
筆
、
合
計

１
，
０
０
０
筆
の
署
名
を
市
長
に

提
出
し
て
い
る
。
市
長
は
「
橿
原

神
宮
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
へ
の
ル

ー
ト
を
計
画
し
、
そ
の
ル
ー
ト
中

で
県
住
を
経
由
し
、
県
住
バ
ス
停

が
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
」
と

答
え
て
い
た
と
思
う
が
、
ハ
ブ
化

の
議
論
が
あ
る
中
、
橿
原
神
宮
前

駅
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
ま
で
の
路

線
は
考
え
て
い
る
の
か
。

市
の
西
部
地
域
は
、
京
奈
和

道
の
整
備
が
順
次
進
ん
で
お
り
、

市
も
千
塚
古
墳
群
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
こ
こ
は
大
き
く
変
化
す

る
地
域
で
あ
り
、
市
民
の
交
通
ニ

ー
ズ
等
も
大
き
く
変
わ
る
と
思
わ

れ
る
。
的
確
に
把
握
し
、
本
市
の

実
情
に
応
じ
た
公
共
交
通
計
画
を

図
り
た
い
。

ど
う
い
っ
た
実
状
に
応
じ
た

計
画
を
考
え
て
い
る
の
か
。

京
奈
和
道
の
整
備
状
況
、
ま

た
、
千
塚
周
辺
の
施
設
整
備
の
進

捗
と
あ
わ
せ
、
総
合
的
に
公
共
交

通
計
画
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

交
通
空
白
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
を
聞
き

た
い
。少

な
く
と
も
八
木
御
所
線
は

存
続
す
る
方
向
で
今
は
進
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
今
後
の
公
共
交
通

の
空
白
地
の
解
消
の
た
め
に
は
、

市
域
全
体
を
見
据
え
た
形
で
、
合

理
的
か
つ
地
域
に
適
合
し
た
形
で

の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
い
。
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を

視
野
に
入
れ
、
全
体
的
に
公
共
交

通
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
隣
市
町
村
と
の
関
係
は
大

事
だ
が
、
市
の
公
共
交
通
網
は
ど

う
す
る
の
か
。
交
通
空
白
地
帯
を

解
決
す
る
気
は
あ
る
の
か
。
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